
備考

◎ MTPSSE 記録用紙

（弊社より直送をご希望の場合は、下記に必要事項をご記入の上このまま弊社

宛にFAXして下さい。5,000円以下のご注文の場合は送料310円、5,000

円以上は送料無料となります。代金は商品に同封されている郵便振替用紙で

お支払い下さい。）

3,630円（税込）

記　録　用　紙

MTPSSE

高齢者の発話と嚥下の
運動機能向上プログラム

Movement Therapy Program for

Speech & Swallowing in the Elderly

「MTPSSE（高齢者の発話と嚥下の運動機能向上
プログラム）」（学研メディカル秀潤社 発行）を実
施する際に必須の記録用紙です。
トレーニングのプラン立案から実施状況の記録、
フレイル・サルコペニアのチェック等、クライア
ントの情報を管理しやすくなっています。記入例、
参照資料があり便利にご使用いただけます。オー
ルカラーで見やすく、記入しやすい A4 判中綴じ
冊子 30 部組み。

プラン立案資料
予防・治療プランに含めるものに○をつける

可動域拡大運動プログラム

A.  

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

大項目 小項目

１．頸部の運動

①　頸部の屈曲（前屈）運動
②　頸部の伸展（後屈）運動
③　頸部の側屈運動
④　頸部の回旋運動

２．肩甲帯の運動

⑤　肩甲帯の屈曲運動
⑤′  肩甲帯の屈曲運動（別法）
⑥　肩甲帯の伸展運動
⑦　肩甲帯の挙上運動
⑧　肩甲帯の下制（引き下げ）運動

３．胸腰部の運動

⑨　胸腰部の屈曲（前屈）運動
⑩　胸腰部の伸展（後屈）運動
⑪　胸腰部の側屈運動
⑫　胸腰部の回旋運動
⑫′  胸腰部の回旋運動（別法）

B.  

メ
イ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

大項目 一般小項目 特殊小項目

１．顔面筋（口裂周囲の筋）の運動

【口裂を開く筋の運動】

①　上下唇の同時開大運動 ❶　STEP UP テクニック
上下唇の開大ー突出交互反復運動

①′  上下唇の同時開大運動（別法） ❷　STEP UP テクニック
頬ふくらませ交互反復運動

②　上下唇の個別開大運動 ❸　STEP UP テクニック
頬ふくらませーすぼめ交互反復運動

【口裂を閉じる筋の運動】
③　上下唇の同時閉鎖運動
③′  上下唇の同時閉鎖運動（別法）
④　上下唇の同時突出運動
⑤　上下唇の個別閉鎖運動
⑤′  上下唇の個別閉鎖運動（別法）
⑥　頬ふくらませ運動
⑦　頬すぼめ運動

２．咀嚼筋の運動
⑧　下顎の開閉（開口－閉口）運動
⑨　下顎の前後（前進－後退）運動
⑩　下顎の側方運動

3．舌筋（内舌筋・外舌筋）の運動

⑪　舌背の挙上運動 ❹　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：綿棒を用いた挙上運動

⑫　舌の前方突出運動 ❺　STEP UP テクニック
舌の前方リーチ運動

⑬　舌の上前方突出運動 ❻　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：上下前方突出運動

⑭　舌の下前方突出運動 ❼　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：側方突出運動

⑮　舌の左右移動運動 ❽　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：後退運動

⑯　舌の側方突出運動

⑰　舌根の後退運動

４．舌骨上筋群の運動 ⑱　下顎の下制運動
⑲　舌骨・喉頭挙上位保持嚥下運動

５．内喉頭筋の運動

⑳　話声位での発声持続運動 ❾　STEP UP テクニック
ストロー（チューブ）発声持続運動

㉑　ピッチ上昇運動
㉒　ピッチ下降運動
㉓　改変声帯内転運動

６．呼吸筋(吸気筋・呼気筋)の運動

【吸気筋の運動】
㉔　ガーゼ・吸啜運動

【呼気筋の運動】
㉕　ガーゼ・ブローイング運動

C.
ク
ー
リ
ン
グ

ダ
ウ
ン

大項目 小項目

１．発声発語運動 ①　「あえいうえおあお表」の音読
②　「五十音」の音読

補助運動 ２．クーリングダウンの補助運動 ①　顔面のマッサージ

補
足
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラム 課題

１． 姿勢の予防・改善プログラム
（PEPIS）

①　胸郭エクササイズ
②　肩甲帯の屈曲ー伸展と胸郭の可動域拡大運動
③　肩関節の屈曲ー伸展，外転ー内転と胸郭の可動域拡大運動
④　チンインエクササイズと改変チンインエクササイズ
⑤　頭部挙上運動（改変シャキア訓練）

２．全身運動プログラム

①　有酸素性トレーニング
　　　（ジョギング,ウォーキング,エアロビクス,トレッドミル,自転車エルゴメーター,その他）
②　全身のレジスタンストレーニング
　　　（自重トレーニング,ダンベルトレーニング,チューブトレーニング,マシントレーニング,その他）

レジスタンス運動プログラム

A.  

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

大項目 小項目

１．頸部の運動

①　頸部の屈曲（前屈）運動
②　頸部の伸展（後屈）運動
③　頸部の側屈運動
④　頸部の回旋運動

２．肩甲帯の運動

⑤　肩甲帯の屈曲運動
⑤′  肩甲帯の屈曲運動（別法）
⑥　肩甲帯の伸展運動
⑦　肩甲帯の挙上運動
⑧　肩甲帯の下制（引き下げ）運動

３．胸腰部の運動

⑨　胸腰部の屈曲（前屈）運動
⑩　胸腰部の伸展（後屈）運動
⑪　胸腰部の側屈運動
⑫　胸腰部の回旋運動
⑫′  胸腰部の回旋運動（別法）

B.  

メ
イ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

大項目 一般小項目 特殊小項目

１．顔面筋（口裂周囲の筋）の運動

【口裂を開く筋の運動】

①　上下唇の同時開大運動 ❶　その他のテクニック
ボタンプル運動

①′  上下唇の同時開大運動（別法１）❷　その他のテクニック
舌圧子保持運動

①′′ 上下唇の同時開大運動（別法２）❸　その他のテクニック
舌圧子突出運動

②　上下唇の個別開大運動 ❹　チューブトレーニングテクニック
顔面筋（口裂を閉じる筋）へのアプローチ

②′  上下唇の個別開大運動（別法） ❺　スーパーテクニック
顔面筋と舌筋の同時スピードトレーニング

③　上下唇の局所的開大運動
【口裂を閉じる筋の運動】
④　上下唇の同時閉鎖運動
④′  上下唇の同時閉鎖運動（別法）
⑤　上下唇の同時突出運動
⑥　上下唇の個別閉鎖運動
⑥′  上下唇の個別閉鎖運動（別法）
⑦　上下唇の局所的閉鎖運動
⑦′  上下唇の局所的閉鎖運動（別法）
⑧　頬ふくらませ運動

２．舌筋（内舌筋・外舌筋）の運動

【構音点を活用した舌筋の運動】

⑨　「タ」を活用した舌尖の挙上運動 ❻　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：挙上運動

⑩　「ニャ」を活用した前舌・中舌の挙上運動 ❼　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：前方突出運動

⑪　「カ」を活用した奥舌の挙上運動 ❽　チューブトレーニングテクニック
舌筋へのアプローチ

【舌圧子などを活用した舌筋の運動】

⑫　舌背の挙上運動 ❾　スーパーテクニック
舌筋のスピードトレーニング

⑬　舌の前方突出運動
⑭　舌の左右移動運動

【手指を活用した舌筋の運動】
⑮　舌の上前方突出運動 10　STEP U テクニック
⑯　舌の下前方突出運動 舌の多方向的アプローチ：上下前方突出運動

⑰　舌の側方突出運動 11　STEP U テクニック
舌の多方向的アプローチ：側方突出運動

⑱　舌根の後退運動
３．咽頭筋（上咽頭収縮筋）の運動 ⑲　改変前舌保持嚥下運動

４．舌骨上筋群の運動

⑳　下顎の下制運動 12　スーパーテクニッ
改変チンインエクササイズ

⑳′  下顎の下制運動（別法） 13チューブトレーニングテクニック
舌骨上筋群へのアプローチ
14　スーパーテクニッ
Nishioマニューバー

５．呼吸筋（吸気筋・呼気筋）の運動

【吸気筋の運動】

㉑　ペットボトル・吸啜運動 15チューブトレーニングテクニック
呼吸筋（吸気筋）へのアプローチ

㉒　ガーゼ・吸啜運動 16　スーパーテクニッ
拳ブローイング運動・拳吸啜運動

【呼気筋の運動】
㉓　ペットボトル・ブローイング運動
㉔　ガーゼ・ブローイング運動
㉕　口すぼめ呼吸

補
助
運
動

１．下顎のレジスタンス運動

㉖　下顎の開閉（開口－閉口）運動 17　スーパーテクニッ
下顎の挙上運動へのダブルハンドアプローチ

㉗　下顎の前後（前進－後退）運動 18チューブトレーニングテクニック
顎運動へのアプローチ

㉘　下顎の側方運動
㉘′  下顎の側方運動（別法）

２．頸部のレジスタンス運動
㉙　頸部の屈曲（前屈）運動
㉚　頸部の伸展（後屈）運動
㉛　頸部の側屈運動

C.
ク
ー
リ
ン
グ

ダ
ウ
ン

大項目 小項目

１．発声発語運動 ①　「あえいうえおあお表」の音読
②　「五十音」の音読

補助運動 ２．クーリングダウンの補助運動 ①　顔面のマッサージ

補
足
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラム 課題

１． 姿勢の予防・改善プログラム
（PEPIS）

①　胸郭エクササイズ
②　肩甲帯の屈曲ー伸展と胸郭の可動域拡大運動
③　肩関節の屈曲ー伸展，外転ー内転と胸郭の可動域拡大運動
④　チンインエクササイズと改変チンインエクササイズ
⑤　頭部挙上運動（改変シャキア訓練）

２．全身運動プログラム

①　有酸素性トレーニング
　　　（ジョギング,ウォーキング,エアロビクス,トレッドミル,自転車エルゴメーター,その他）
②　全身のレジスタンストレーニング
　　　（自重トレーニング,ダンベルトレーニング,チューブトレーニング,マシントレーニング,その他）

プラン立案資料
予防・治療プランに含めるものに○をつける

可動域拡大運動プログラム

A.  

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

大項目 小項目

１．頸部の運動

①　頸部の屈曲（前屈）運動
②　頸部の伸展（後屈）運動
③　頸部の側屈運動
④　頸部の回旋運動

２．肩甲帯の運動

⑤　肩甲帯の屈曲運動
⑤′  肩甲帯の屈曲運動（別法）
⑥　肩甲帯の伸展運動
⑦　肩甲帯の挙上運動
⑧　肩甲帯の下制（引き下げ）運動

３．胸腰部の運動

⑨　胸腰部の屈曲（前屈）運動
⑩　胸腰部の伸展（後屈）運動
⑪　胸腰部の側屈運動
⑫　胸腰部の回旋運動
⑫′  胸腰部の回旋運動（別法）

B.  

メ
イ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

大項目 一般小項目 特殊小項目

１．顔面筋（口裂周囲の筋）の運動

【口裂を開く筋の運動】

①　上下唇の同時開大運動 ❶　STEP UP テクニック
上下唇の開大ー突出交互反復運動

①′  上下唇の同時開大運動（別法） ❷　STEP UP テクニック
頬ふくらませ交互反復運動

②　上下唇の個別開大運動 ❸　STEP UP テクニック
頬ふくらませーすぼめ交互反復運動

【口裂を閉じる筋の運動】
③　上下唇の同時閉鎖運動
③′  上下唇の同時閉鎖運動（別法）
④　上下唇の同時突出運動
⑤　上下唇の個別閉鎖運動
⑤′  上下唇の個別閉鎖運動（別法）
⑥　頬ふくらませ運動
⑦　頬すぼめ運動

２．咀嚼筋の運動
⑧　下顎の開閉（開口－閉口）運動
⑨　下顎の前後（前進－後退）運動
⑩　下顎の側方運動

3．舌筋（内舌筋・外舌筋）の運動

⑪　舌背の挙上運動 ❹　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：綿棒を用いた挙上運動

⑫　舌の前方突出運動 ❺　STEP UP テクニック
舌の前方リーチ運動

⑬　舌の上前方突出運動 ❻　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：上下前方突出運動

⑭　舌の下前方突出運動 ❼　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：側方突出運動

⑮　舌の左右移動運動 ❽　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：後退運動

⑯　舌の側方突出運動

⑰　舌根の後退運動

４．舌骨上筋群の運動 ⑱　下顎の下制運動
⑲　舌骨・喉頭挙上位保持嚥下運動

５．内喉頭筋の運動

⑳　話声位での発声持続運動 ❾　STEP UP テクニック
ストロー（チューブ）発声持続運動

㉑　ピッチ上昇運動
㉒　ピッチ下降運動
㉓　改変声帯内転運動

６．呼吸筋(吸気筋・呼気筋)の運動

【吸気筋の運動】
㉔　ガーゼ・吸啜運動

【呼気筋の運動】
㉕　ガーゼ・ブローイング運動

C.
ク
ー
リ
ン
グ

ダ
ウ
ン

大項目 小項目

１．発声発語運動 ①　「あえいうえおあお表」の音読
②　「五十音」の音読

補助運動 ２．クーリングダウンの補助運動 ①　顔面のマッサージ

補
足
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラム 課題

１． 姿勢の予防・改善プログラム
（PEPIS）

①　胸郭エクササイズ
②　肩甲帯の屈曲ー伸展と胸郭の可動域拡大運動
③　肩関節の屈曲ー伸展，外転ー内転と胸郭の可動域拡大運動
④　チンインエクササイズと改変チンインエクササイズ
⑤　頭部挙上運動（改変シャキア訓練）

２．全身運動プログラム

①　有酸素性トレーニング
　　　（ジョギング,ウォーキング,エアロビクス,トレッドミル,自転車エルゴメーター,その他）
②　全身のレジスタンストレーニング
　　　（自重トレーニング,ダンベルトレーニング,チューブトレーニング,マシントレーニング,その他）

レジスタンス運動プログラム

A.  

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

大項目 小項目

１．頸部の運動

①　頸部の屈曲（前屈）運動
②　頸部の伸展（後屈）運動
③　頸部の側屈運動
④　頸部の回旋運動

２．肩甲帯の運動

⑤　肩甲帯の屈曲運動
⑤′  肩甲帯の屈曲運動（別法）
⑥　肩甲帯の伸展運動
⑦　肩甲帯の挙上運動
⑧　肩甲帯の下制（引き下げ）運動

３．胸腰部の運動

⑨　胸腰部の屈曲（前屈）運動
⑩　胸腰部の伸展（後屈）運動
⑪　胸腰部の側屈運動
⑫　胸腰部の回旋運動
⑫′  胸腰部の回旋運動（別法）

B.  

メ
イ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

大項目 一般小項目 特殊小項目

１．顔面筋（口裂周囲の筋）の運動

【口裂を開く筋の運動】

①　上下唇の同時開大運動 ❶　その他のテクニック
ボタンプル運動

①′  上下唇の同時開大運動（別法１）❷　その他のテクニック
舌圧子保持運動

①′′ 上下唇の同時開大運動（別法２）❸　その他のテクニック
舌圧子突出運動

②　上下唇の個別開大運動 ❹　チューブトレーニングテクニック
顔面筋（口裂を閉じる筋）へのアプローチ

②′  上下唇の個別開大運動（別法） ❺　スーパーテクニック
顔面筋と舌筋の同時スピードトレーニング

③　上下唇の局所的開大運動
【口裂を閉じる筋の運動】
④　上下唇の同時閉鎖運動
④′  上下唇の同時閉鎖運動（別法）
⑤　上下唇の同時突出運動
⑥　上下唇の個別閉鎖運動
⑥′  上下唇の個別閉鎖運動（別法）
⑦　上下唇の局所的閉鎖運動
⑦′  上下唇の局所的閉鎖運動（別法）
⑧　頬ふくらませ運動

２．舌筋（内舌筋・外舌筋）の運動

【構音点を活用した舌筋の運動】

⑨　「タ」を活用した舌尖の挙上運動 ❻　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：挙上運動

⑩　「ニャ」を活用した前舌・中舌の挙上運動 ❼　STEP UP テクニック
舌の多方向的アプローチ：前方突出運動

⑪　「カ」を活用した奥舌の挙上運動 ❽　チューブトレーニングテクニック
舌筋へのアプローチ

【舌圧子などを活用した舌筋の運動】

⑫　舌背の挙上運動 ❾　スーパーテクニック
舌筋のスピードトレーニング

⑬　舌の前方突出運動
⑭　舌の左右移動運動

【手指を活用した舌筋の運動】
⑮　舌の上前方突出運動 10　STEP U テクニック
⑯　舌の下前方突出運動 舌の多方向的アプローチ：上下前方突出運動

⑰　舌の側方突出運動 11　STEP U テクニック
舌の多方向的アプローチ：側方突出運動

⑱　舌根の後退運動
３．咽頭筋（上咽頭収縮筋）の運動 ⑲　改変前舌保持嚥下運動

４．舌骨上筋群の運動

⑳　下顎の下制運動 12　スーパーテクニッ
改変チンインエクササイズ

⑳′  下顎の下制運動（別法） 13チューブトレーニングテクニック
舌骨上筋群へのアプローチ
14　スーパーテクニッ
Nishioマニューバー

５．呼吸筋（吸気筋・呼気筋）の運動

【吸気筋の運動】

㉑　ペットボトル・吸啜運動 15チューブトレーニングテクニック
呼吸筋（吸気筋）へのアプローチ

㉒　ガーゼ・吸啜運動 16　スーパーテクニッ
拳ブローイング運動・拳吸啜運動

【呼気筋の運動】
㉓　ペットボトル・ブローイング運動
㉔　ガーゼ・ブローイング運動
㉕　口すぼめ呼吸

補
助
運
動

１．下顎のレジスタンス運動

㉖　下顎の開閉（開口－閉口）運動 17　スーパーテクニッ
下顎の挙上運動へのダブルハンドアプローチ

㉗　下顎の前後（前進－後退）運動 18チューブトレーニングテクニック
顎運動へのアプローチ

㉘　下顎の側方運動
㉘′  下顎の側方運動（別法）

２．頸部のレジスタンス運動
㉙　頸部の屈曲（前屈）運動
㉚　頸部の伸展（後屈）運動
㉛　頸部の側屈運動

C.
ク
ー
リ
ン
グ

ダ
ウ
ン

大項目 小項目

１．発声発語運動 ①　「あえいうえおあお表」の音読
②　「五十音」の音読

補助運動 ２．クーリングダウンの補助運動 ①　顔面のマッサージ

補
足
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラム 課題

１． 姿勢の予防・改善プログラム
（PEPIS）

①　胸郭エクササイズ
②　肩甲帯の屈曲ー伸展と胸郭の可動域拡大運動
③　肩関節の屈曲ー伸展，外転ー内転と胸郭の可動域拡大運動
④　チンインエクササイズと改変チンインエクササイズ
⑤　頭部挙上運動（改変シャキア訓練）

２．全身運動プログラム

①　有酸素性トレーニング
　　　（ジョギング,ウォーキング,エアロビクス,トレッドミル,自転車エルゴメーター,その他）
②　全身のレジスタンストレーニング
　　　（自重トレーニング,ダンベルトレーニング,チューブトレーニング,マシントレーニング,その他）

1．�列挙した機能障害レベルの課題点・問題点リストに対応した大項目
に○を付ける．または，マーカーペンで色を付ける．

2．�1 で選択した大項目に含まれている小項目で治療プラン／予防プラン
に含める項目に○を付ける．または，マーカーペンで色を付ける．

3．�ウォーミングアップ，クーリングダウン，補助運動，補足プログラ
ムは必要に応じて予防・治療プランに加える．

複製禁止

活動（制限）レベルの問題点リスト

ディサースリア 嚥下障害

♯1． ♯1．

♯2． ♯2．

♯3． ♯3．

♯4． ♯4．

♯5． ♯5．

♯6． ♯6．

♯7． ♯7．

♯8． ♯8．

活動（制限）レベルの訓練 ・ 治療プラン

ディサースリア 嚥下障害

♯1． ♯1．

♯2． ♯2．

♯3． ♯3．

♯4． ♯4．

♯5． ♯5．

♯6． ♯6．

♯7． ♯7．

♯8． ♯8．

▪�MTPSSEは機能（障害）レベルのプログラムであるため，機能（障害）レベルの訓練・治療に専念しMTPSSEのプランのみを実施するので
あれば，この活動（制限）レベルの問題点とプランは記載する必要がない．また，予防プランの場合も，この活動（制限）レベルの問題点とプ
ランは記載する必要がなく，実施する必要もない．予防プランでは機能レベルにおけるMTPSSEに専念する．

▪��活動制限レベルのプラン内容はスキルトレーニングに相当する．詳しくは，第1巻Part�2�第3節「目的と所要時間」を参照とされたい．

▪�MTPSSEは機能（障害）レベルにおいてディサースリアと嚥下障害で共有する課題点・問題点に対して同時並行的に働きかけるハイブリ
ッドアプローチである．そのため，機能（障害）レベルの課題点・問題点はディサースリアと嚥下障害で分けて記載する必要がない．しかし，
活動（制限）レベルではディサースリアと嚥下障害とで問題点も訓練・治療プランも異なるため，それぞれ別途に記載する必要がある．

機能（障害）レベルの課題点 ・ 問題点リスト

♯1．

♯2．

♯3．

♯4．

♯5．

♯6．

♯7．

♯8．

▪�治療的アプローチとして行う場合は，検査で検出された異常な部位の障害（右顔面神経麻痺など）を問題点としてリストアップする．
▪��予防的アプローチとして行う場合は，加齢に伴い神経筋機能の低下を来しやすく，かつ嚥下運動に影響を与えやすい部位（主に舌骨上筋群，
内喉頭筋，呼吸筋）を優先して課題点としてリストアップする．

機能（障害）レベルの訓練 ・ 治療プラン／予防プラン

♯1．

♯2．

♯3．

♯4．

♯5．

♯6．

♯7．

♯8．

▪��治療的アプローチとして行う場合は，検査で検出された異常な問題点を解決するために，問題点と対応したMTPSSEの大項目から必要
な小項目を抜粋し，リストアップする．一つの問題点に複数の小項目を抜粋して記載し，それらの中から適時選択して実施すると良い．

▪��予防的アプローチとして行う場合は，課題点と対応したMTPSSEの大項目から必要な小項目を抜粋し，リストアップする．一つの課題
点に複数の小項目を抜粋して記載し，それらの中から適時選択して実施すると良い．

▪��本記録用紙の活用の仕方について，MTPSSE�第1巻Part�3の第5節「MTPSSEの活用例」，第6節「『プラン立案資料』を活用したプランの
立案の仕方」および第8節「実施記録の記載の仕方」を参照とされたい．

複製禁止複製禁止

定価3,630円（本体3,300円＋税10%）

A4 判中綴じ／ 30 部組み

組


